
１．件名：東京電力ホールディングス株式会社福島第二原子力発電所１～４号機廃止措

置計画認可申請に関するヒアリング 

２．日時：令和２年８月２０日（木） １０時００分～１２時２０分 

３．場所：原子力規制庁 ９階Ａ会議室（一部 TV 会議システムを利用） 

４．出席者（※・・TV会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

原子力規制部審査グループ 

実用炉審査部門 藤森安全管理調査官、塚部管理官補佐、御器谷管理官補佐 

技術基盤グループ 

シビアアクシデント研究部門 鈴木技術研究調査官、新添技術研究調査官 

核燃料廃棄物研究部門 片山核燃料廃棄物政策研究官 

 

東京電力ホールディングス株式会社：廃止措置準備室長 他７名※ 

 

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社より、福島第二原子力発電所１～４号機廃

止措置計画変更認可申請（審査会合における指摘事項の回答）について説明が

あった。 

（２）これに対して原子力規制庁は、以下について東京電力ホールディングス株式会

社に伝えた。 

  ・No.2 について、別資料にて使用済燃料の最高燃焼度、ウラン量などをまとめて

おくこと。 

  ・No.3 について、１～４号の各号炉の工程の考え方を説明すること。 

  ・No.6 について、解体対象施設、工事作業区域図が判るよう区別すること。 

（３）東京電力ホールディングス株式会社より、審査会合における先行プラントの指

摘事項一覧について説明があった。 

（４）東京電力ホールディングス株式会社より、福島第二原子力発電所１～４号機廃

止措置計画変更認可申請（本文九、十、添付資料三～五）について説明があっ

た。 

（５）これに対して原子力規制庁は、以下について東京電力ホールディングス株式会

社に伝えた。 

  ・資料３－１の３．安全確保対策について、環境への放射性物質の放出抑制に合

理的に達成可能な限り努めるとあるが、具体的な事項についても説明すること。 

  ・資料３－６について、２．３安全解析に使用する気象条件において事故時のみ

ならず平常時の気象条件についても説明すること。 

・資料３－６について、「固体廃棄物貯蔵庫内部のドラム缶貯蔵エリアの体積すべ

てをセメント固化体として配置した場合、セメント固化体同士の自己遮蔽によ

って過少評価になっていないことを説明すること。 



 

  

（６）東京電力ホールディングス株式会社より、（２）及び（５）について、了解し

た旨の回答があった。 

６．その他 

提出資料： 

資料１ 福島第二原子力発電所１号（２，３，４号）発電用原子炉廃止措置計画認可

申請書について（審査会合における指摘事項の回答）  

資料２ 審査会合における先行プラントの指摘事項一覧 

資料３－１ 福島第二原子力発電所１号（２，３，４号）発電用原子炉廃止措置計画

認可申請書について（本文九、十、添付書類三～五） 

資料３－２ 福島第二原子力発電所１号、２号、３、号及び４号炉解体工事準備期間

における放射線固体廃棄物の管理について 

資料３－３ 福島第二原子力発電所１号、２号、３、号及び４号炉解体工事準備期間

における放射線業務従事者の被ばく線量について 

資料３－４ 福島第二原子力発電所１号、２号、３、号及び４号炉解体工事準備期間

における直接線及びスカイシャイン線による線量について 

資料３－５ 福島第二原子力発電所１号、２号、３、号及び４号炉気象資料の代表性

について 

資料３－６ 福島第二原子力発電所１号、２号、３、号及び４号炉廃止措置に係る被

ばく評価に使用する気象条件について 

資料３－７ 福島第二原子力発電所１号、２号、３、号及び４号炉解体工事準備期間

に実施する汚染評価について 

 

以上 


